
 

OKI 電子デバイス FJDL7020-04
発行日： 2007 年 3 月 30 日

ML7020  
ノーリンギング システム対応 1200 bps モデム 

 

■ 概要 
ML7020 は ACR（Automatic Cost Routing）などのノーリンギングシステム用に開発された 1200 bps モデム LSI
です。搭載機能は ITU-T 勧告 V.23 準拠の 1200 bps FSK モデム、DTMF 信号の発生、検出、コールプログレ

ストーン（CPT）の発生、検出の各機能です。各機能ブロックは 4 bit のプロセッサインタフｪースを介して制御で

きます。ACR 以外にもテレコントロールシステムなどの通信用に最適です。 
 

■ 特長 
• 単一 5 V電源動作（VDD: 4.5～5.5 V） 
• 低消費電力 動作時  typ: 5 mA 
   パワーダウン時 typ: 7 μA 
• ITU-T V.23 準拠 1200 bps モデム内蔵 
• DTMF 発生器を内蔵し、6 dB のアッテネータ切替が可能 
• DTMF 検出器内蔵（回線/端末 2 系統の入力から選択可能） 
• コールプログレストーン発生器を内蔵し、出力周波数は 400 Hz と 800 Hz の切替が可能 
• コールプログレストーン検出器内蔵 
• アナログ入力系統: 3 系統（切り替え可） 
• 回線用アナログ出力は Differential 方式で 600Ωのライントランスを駆動可能 
• 端末用アナログ出力は Single 方式で 1.2 kΩ駆動可能 
• 600Ω終端切り替え用スイッチ搭載 
• 4 bit プロセッサインタフｪース 
• 3.579545 MHz クリスタル用発振回路内蔵 
• パッケージ: 32 ピンプラスチック SSOP（SSOP32-P-430-1.00-K） （製品名 ML7020MB） 
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■ ブロック図 
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■ 端子接続（上面図） 
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■ 端子説明 
 

ピン No. 端子名 I/O 機能 
1 VDD  電源端子です。+5 V を供給してください。 

2 TIO O 
入力アンプ 1 の出力端子です。図 1 を参照ください。ノイズ除去のため TI–（3）との間

に C を挿入して 10 kHz 以上の周波数成分を減衰させてください。 

3 TI– I 
入力アンプ 1 の反転入力端子です。入力アンプ 1 を使用しない場合は TIO（2）と TI–
（3）を接続し、TI+（4）は SGO に接続してください。 

4 TI+ I 入力アンプ 1 の非反転入力端子です。 

5 LI1O O 
入力アンプ 2 の出力端子です。図 1 を参照ください。ノイズ除去のため LI1–（6）との間

に C を挿入して 10 kHz 以上の周波数成分を減衰させてください。 

6 LI1– I 
入力アンプ 2の反転入力端子です。入力アンプ 2を使用しない場合は LI1O（5）と LI1–
（6）を接続し、LI+（7）は SGO に接続してください。 

7 LI1+ I 入力アンプ 2 の非反転入力端子です。 
8 SWI I SW3 の入力端子です。SW3 がオンの時は SGO（9）に接続されます。 
9 SGO O LSI外部用シグナルグラウンド出力端子です。約VDD/2 の電位を出力します。 

10 LI2O O 
入力アンプ 3 の出力端子です。図 1 を参照ください。ノイズ除去のため LI2–（10）との

間に C を挿入して 10 kHz 以上の周波数成分を減衰させてください。 

11 LI2– I 
入力アンプ 3 の反転入力端子です。 
入力アンプ 3 を使用しない場合は LI2O（10）と LI2–（11）を接続してください。 

12 TO O 
出力アンプ 1 の出力端子です。 
1.2 kΩ以上の負荷抵抗を駆動できます。 

13 LO+ O 出力アンプ 2 の非反転出力端子です。周辺回路の接続は図 2 を参照ください。 
14 LO– O 出力アンプ 2 の反転出力端子です。周辺回路の接続は図 2 を参照ください。 

15 SGC O 
LSI内部用シグナルグラウンド出力端子です。約VDD/2 の電位が出力されます。 
SGC（15）と GND（16）の間に 1 μF のコンデンサを挿入してください。 

16 GND  GND 端子です。0 V を供給してください。 

17 CSB I 
プロセッサインタフｪースのチップセレクト端子です。 
“0”の時読み書き可能、“1”の時読み書き不能です。 

18 RDB I 
プロセッサインタフｪースの読み出し制御端子です。 
“0”の時データが本 LSI から読み出されます。 

19 WRB I 
プロセッサインタフｪースの書き込み制御端子です。 
WR 信号の立ち上がり時にデータが本 LSI に書き込まれます。 

20 A0 I プロセッサインタフｪース用アドレス入力端子 A0 です。 

4/20 
 



FJDL7020-04

OKI 電子デバイス ML7020
 

 
ピン No. 端子名 I/O 機能 

21 A1 I プロセッサインタフｪース用アドレス入力端子 A1 です。 
22 D0 IO プロセッサインタフｪース用データ入出力端子 D0 です。 
23 D1 IO プロセッサインタフｪース用データ入出力端子 D1 です。 
24 D2 IO プロセッサインタフｪース用データ入出力端子 D2 です。 
25 D3 IO プロセッサインタフｪース用データ入出力端子 D3 です。 
26 CLKOUT O 3.579545 MHz の発振回路出力端子です。 
27 X2 O 

28 X1 I 

3.579545 MHz のクリスタル接続端子です。コンデンサ及び帰還抵抗を内蔵していま

す。外部クロックを入力する場合は 1000 pF のコンデンサを介して X1 端子に入力し、

X2 端子は開放にしてください。 

29 XD I 
モデムの送信データ入力端子です。 
“1”がマーク、“0”がスペースに相当します。 

30 RD O 
モデムの受信データ出力端子です。マーク、スペースは XD と同じです。 
キャリア非検出時にはマーク“1”が出力します。 

31 DETB O 
モデムのキャリア検出またはコールプログレストーンの検出を出力する端子です。各

動作モードに対応した検出結果が出力されます。“0”で検出、“1”で非検出を示します。

32 SP O 
DTMF 受信の検出出力端子です。 
“1”で検出、“0”で非検出を示します。 
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VREF

ｶｯﾄｵﾌ周波数 fc = 10 kHz 

例: R3 = R4 = 30 kΩ（ｹﾞｲﾝ 1 倍） 

   C2 = 500 pF の時 

ｶｯﾄｵﾌ周波数 fc = 10 kHz 

例: R5 = R6 = 30 kΩ（ｹﾞｲﾝ 1 倍） 

   C3 = 500 pF の時 

ｶｯﾄｵﾌ周波数 fc = 10 kHz 

   C1 = 500 pF の時 

例: R1 = R2 = 30 kΩ（ｹﾞｲﾝ 1 倍） 
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図 1  入力アンプ 1～3 インタフｪース 
 

 

（トランスロス 0 dB の場合） 出力アンプ 3 
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図 2  出力アンプ 2、3 インタフｪース例 
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■ 絶対最大定格 
 

項目 記号 条件 定格 単位

電源電圧 VDD — –0.3～7.0 V 
許容損失 PD — ～130 mW 
出力短絡電流 ISHT VDDまたはGNDショート ～60 mA 
アナログ入力電圧 VAIN — –0.3～VDD + 0.3 V 
デジタル入力電圧 VDIN — –0.3～VDD + 0.3 V 
保存温度 Tstg — –55～+150 °C 
 

■ 推奨動作条件 
（VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

電源電圧 VDD — 4.5 5.0 5.5 V 
動作温度範囲 Ta — –40 — 85 °C 

高レベル入力電圧 VIH デジタル入力端子 
0.8 

× VDD
— VDD V 

低レベル入力電圧 VIL デジタル入力端子 0 — 
0.2 

× VDD
V 

デジタル入力立ち上がり時間 tir デジタル入力端子 — — 50 ns 
デジタル入力立ち下がり時間 tif デジタル入力端子 — — 50 ns 
デジタル出力負荷 CDL デジタル出力端子 — — 100 pF 
SGC 用バイパスコンデンサ CSG SGC-GND 間 1 — — μF 
VDD用バイパスコンデンサ CVG VDD-GND間 10 — — μF 

発信周波数 — — — 3.579545 — MHz
周波数偏差 — 25 ± 5°C –100 — +100 ppm
温度特性 — –40～+85°C において –50 — +50 ppm
等価直列抵抗 — — — — 90 Ω 

水 
晶 
振 
動 
子 制作負荷容量 — — — 16 — pF 

入力クロック周波数偏差 fCLK –0.1 — +0.1 % 
入力クロック Duty DUTY 

外部クロックを X1 に入力した時
40 — 60 % 
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■ 電気的特性 
 

● 直流特性 
（VDD= 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

IDD1 動作時（モデム送信/受信モード） *1 0 5.0 10.0 mA 
IDD2 動作時（トーン 1 モード） *1 0 5.0 10.0 mA 
IDD3 動作時（トーン 2、トーン 3 モード） *1 0 6.0 11.0 mA 

電源電流 

IDD4 パワーダウン時 0 7.0 100 μA 
IIH VI = VDD — — 2.0 μA 

入力リーク電流 
IIL VI = 0 V — — 0.5 μA 

高レベル出力電圧 VOH IOH = –100 μA 
VDD

–0.1 
— VDD V 

低レベル出力電圧 VOL IOL = 100 μA 0 0.05 0.1 V 
入力容量 CIN — — 5 — pF 
 

*1 モードは表 3 参照 

 

● アナログインタフｪース 
（VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

入力抵抗 RIN TI–, TI+, LI1–, LI1+, LI2– 10 — — MΩ 
RL1 TIO, LI1O, LI2O 20 — — kΩ 
RL2 TO（出力振幅 1 Vpp 以下） 1.2 — — kΩ 出力負荷抵抗 
RL3 LO–, LO+（Differential 出力） 1.2 — — kΩ 

出力負荷容量 CL アナログ出力 — — 100 pF 
ROX1 TIO, LI1O, LI2O, TO — 10 — Ω 

出力インピーダンス 
ROX2 LO–, LO+, SGO — 10 — Ω 
VO1 TIO, LI1O, LI2O, TO, LO–, LO+, SGC — VDD/2 — V 

出力直流電位 
VO2 SGO 

VDD/2
–0.1 

VDD/2 
VDD/2 
+0.1 

V 

VS1 4～8 kHz — –60 –20 dBm
VS2 8～12 kHz — –80 –40 dBm

帯域外スプリアス 
 

VS3

LO–, LO+ 
（Differential 出力）

12 kHz～（各 4 kHz） — –80 –60 dBm
SW3 インピーダンス RSW3 SW3 — 15 30 Ω 
出力電流 ISGO SGO 端子（SW3 経由を含む） –0.6 — 0.6 mA 
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● 交流特性（DTMF 部） 
（VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

VDTTL 低群トーン –7.0 –4.5 –3.0 dBm
送信レベル 

VDTTH
LO–, LO+_Differential *1 

高群トーン –5.5 –2.5 –1.0 dBm
送信信号レベル相対値 VDTDF （高群トーン）–（低群トーン） 1 2 3 dB
送信信号周波数偏差 fDDT 公称周波数に対して –1.5 — +1.5 % 
送信信号歪率 THDDT （高調波）–（基本波） — — –23 dB
DTMF 検出レベル VDETDT 1 周波あたり –42 — –6 dBm
DTMF 非検出レベル VREJDT 1 周波あたり — — –60 dBm
検出周波数帯域 fDETDT 公称周波数に対して — — ±1.5 % 
非検出周波数帯域 fREJDT 公称周波数に対して ±3.8 —- — % 
受信 2 周波間レベル差 VTWIST （高群トーン）–（低群トーン） –6 — +6 dB
受信許容雑音レベル LOSSR6 （ノイズレベル）–（トーンレベル）0.3～3.4 kHz — –12 — dB
受信ダイヤルトーン除去比 VREJCP 380～420 Hz 37 53 — dB
信号繰り返し時間 tc  120 — — ms

ts 検出 49 — — ms
入力信号継続時間 

tl

 
トーン 1、トーン 2 及び 非検出 — — 24 ms

信号休止時間 tp ループバックモードの時 30 — — ms
tba SP = 0 — — 0.4 ms

瞬断保護時間 
tbb SP = 1 — — 10 ms

検出遅延時間 tg

図 3、表 3 参照 
 
  24 41 49 ms

検出保持時間 td 24 28 35 ms
SP 遅延時間 tsp

 
0.2 0.6 1.0 ms

信号繰り返し時間 tc  60 — — ms
ts 検出 35 — — ms

入力信号継続時間 
tl

 
 非検出 — — 10 ms

信号休止時間 tp トーン 3 モードの時 21 — — ms
tba SP = 0 — — 0.4 ms

瞬断保護時間 
tbb

図 3、表 3 参照 
 SP = 1 — — 3.0 ms

検出遅延時間 tg 12 26 37 ms
検出保持時間 td 15 20 27 ms
SP 遅延時間 tsp

 
0.2 0.6 1.0 ms

ATT 減衰量 VATT ATT = “0”基準に対して –7.5 –6 –4.5 dB
 
注記: 0 dBm = 0.775 Vrms 
*1: LO+または LO–端子単独では 6 dB 小さい値になります。 
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tba

ts
tp

tc tbb

tdtg

DTMF 信号 

DTMF 受信 

 

 

図 3  DTMF 受信タイミング 
 

 

ts: 入力信号継続時間（検出） 
 入力信号継続時間がts以上の場合、正常受信します。 
tl: 入力信号継続時間（非検出） 
 入力信号継続時間がtl以下の場合、この入力信号を無視しSPおよびDTMF受信データは出力しませ

ん。 
tp: 信号休止時間 
 入力がtp以上無信号状態となるとDTMF受信データおよびSPをリセットします。 
 また、DTMF信号受信中に受信データが変わっても、信号休止時間がtp以下の場合（瞬断無しで変化

した場合も含む）はSPは“1”を継続し、DTMF受信データは初期の値を維持して変わらない場合があり

ます。 
tba: 瞬断保護時間 1 
 入力信号が到来してからSP = “1”となるまでのタイミングに適用します。即ちtba以下の無信号状態が

発生してもSP及びDTMF受信データは正常に出力します。 
tbb: 瞬断保護時間 2 
 SP = “1”の時（受信データ出力時）に適用します。即ち信号受信中にtbb以下の無信号状態（瞬断）が

発生してもSP及びDTMF受信データはリセットされません。 
tc: 正常受信するために、信号繰り返し時間はtc以上にしてください。 
tg: 検出遅延時間 
 入力信号の出現に対しDTMF受信データはtgだけ遅延して出力します。 
td: 検出保持時間 
 入力信号の停止に対しDTMF受信データおよびSPはtdだけ遅延して出力を停止します。 
tsp: SP遅延時間 
 DTMF受信データの出力に対しSPはtspだけ遅延して出力します。従ってSPの立ち上がりを検出したら

DTMF受信データをラッチしてください。 

データ 

SP 

tl

tsp
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● 交流特性＜モデム部＞ 
 (VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

モデム送信レベル VAOM LO–, LO+ Differential –6.0 –4.0 –2.0 dBm
送信信号レベル相対値 VDM （マーク信号）–（スペース信号） –1.5 0 +1.5 dB 

fM  XD = 1 1292 1300 1308 Hz 
送信キャリア周波数 

fS  XD = 0 2092 2100 2108 Hz 
受信信号レベル VAI LI1O、LI2O のレベル –51 — –6 dBm

VON OFF→ON — –44.5 –42 dBm
キャリア検出レベル 

VOFF

LI1O、LI2O のレベル 
1700 Hz ON→OFF –51 –46.5 — dBm

キャリア検出ヒステリシス vHYS  — 2 — dB 
キャリア検出遅延時間 tCDD OFF→–30 dBm 5 10 15 ms 
キャリア検出保持時間 tCDH –30 dBm→OFF 23 28 34 ms 
復調バイアス歪 DBS 1200 bps、1: 1 パターン –10 — +10 % 
 
注記: キャリア検出器が OFF 時 RD は“1”固定となります。 
 
 

● 交流特性＜CLKO＞ 
 （VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

VCOH
0.9 × 
VDD

— VDD V 
出力振幅 

VCOL

CL = 100 pF 
0 — 

0.1 × 
VDD

V 
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● 交流特性＜コールプログレストーン部＞ 
（VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
送信レベル VCPT TO 端子 –21.5 –20.0 –18.5 dBm 

400 Hz 出力時 380 400 420 Hz 
送信周波数 fCPT TO 端子 

800 Hz 出力時 780 800 820 Hz 
歪率 THDCPT TO 端子 — — –23 dB 
検出レベル VDETCP 400 Hz、LI1O、LI2O のレベル –46 — –6 dBm 
非検出レベル VREJCP 400 Hz、LI1O、LI2O のレベル — — –60 dBm 
検出周波数 fDETCP  360 — 440 Hz 

510 — — Hz 
非検出周波数 frejCP  

— — 300 Hz 
tDETCP 検出 30 — — ms 

検出継続時間 
tREJCP 図 4 参照 非検出 — — 10 ms 

検出遅延時間 tDELCP 10 17 30 ms 
検出保持時間 tHOLCP

 
10 17 30 ms 

 

 

 

 

CPT 入力

tREJCP tDETCP

DETB

tDELCP tHOLCP

 

 

 

図 4  コールプログレストーン検出タイミング 
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● 交流特性＜プロセッサインタフェース＞ 
（VDD = 4.5～5.5 V、Ta = –40～85°C） 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

ライト信号周期 PW 2000 — — ns 
ライト信号幅 TW 100 — — ns 
リード信号幅 TR 200 — — ns 

TAW1 10 — — ns 
アドレスデータセットアップ時間 

TAR1 80 — — ns 
TAW2 50 — — ns 

アドレスデータホールド時間 
TAR2 10 — — ns 
TCW1 10 — — ns チップイネーブルセットアップ 

時間 TCR1 80 — — ns 
TCW2 50 — — ns 

チップイネーブルホールド時間 
TCR2 10 — — ns 

データセットアップ時間 TDW1 110 — — ns 
データホールド時間 TDW2 20 — — ns 
データ出力遅延時間 tpd1 20 60 150 ns 
データ出力保持時間 tpd2

図 5 参照 

20 40 100 ns 
 

 

 

 

 

 

CSB 

A1、A0 

TCW1

TAW1 TAW2

TCW2

TW

TAR1

TCR1

TAR2

TCR2

TR

TDW1 TDW2 tpd tpd

ｱﾄﾞﾚｽ ｱﾄﾞﾚｽ 

Write データ Read データ 

 

 

 

 WRB 
 

 

 RDB 
 

 

 D0～D3 
 

 

 

図 5  プロセッサインタフェースタイミング 
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■ プロセッサインタフェースの説明 
 

● レジスタ一覧 
 

表 1  プロセッサインタフェース一覧 
 

A1 A0 R/W D3 D2 D1 D0 
0 0 W PBG3 PBG2 PBG1 PBG0 
0 1 R/W SW1 CONT MODE2 MODE1 MODE0 
1 0 R/W SW3 CONT SW2 CONT CPTG ON CPT800 
1 1 R/W SW5 CONT SW4 CONT MOD-DT ON ATT 
0 0 R PBR3 PBR2 PBR1 PBR0 

 

※（A1, A0）=（0, 0）以外のレジスタは書き込んだデータを読み出せます。 
※電源投入時にはパワーダウンモードによりコントロールレジスタをクリアしてからお使いください。 

 

● PBG3～0/PBR3～0 
 PBG3～0 は DTMF 送信データの設定に用います。 
 PBR3～0 は DTMF 受信データがセットされます。 
 送信中にコードを変えても出力周波数は変わりません。 
 表 2 に各データ割り当てを示します。 

 

表 2  DTMF 送信/受信データ割り当て 
 

D3 D2 D1 D0 
PBG3/ 
PBR3 

PBG2/ 
PBR2 

PBG1/ 
PBR1 

PBG0/
PBR0 

CODE 低群信号（Hz） 高群信号（Hz）

0 0 0 1 1 697 1209 
0 0 1 0 2 697 1336 
0 0 1 1 3 697 1477 
0 1 0 0 4 770 1209 
0 1 0 1 5 770 1336 
0 1 1 0 6 770 1477 
0 1 1 1 7 852 1209 
1 0 0 0 8 852 1336 
1 0 0 1 9 852 1477 
1 0 1 0 0 941 1336 
1 0 1 1 ＊ 941 1209 
1 1 0 0 # 941 1477 
1 1 0 1 A 697 1633 
1 1 1 0 B 770 1633 
1 1 1 1 C 852 1633 
0 0 0 0 D 941 1633 
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● MODE2～MODE0  
モード設定に用います。設定内容は表 3 に示します。 

 
表 3  モード設定一覧 

 
各ブロック動作 

MODE2 MODE1 MODE0 モード名 
変調部 復調部

DTMF
送信 

DTMF 
受信 

CPT 
送信 

CPT
受信

0 0 0 モデム送信 ○ － － － ○ － 
0 0 1 モデム受信 － ○ － － ○ － 
0 1 0 トーン１（注 1） － － － ○ ○ － 
0 1 1 トーン２（注 1） － － ○ ○ ○ ○ 
1 0 0 トーン３（注 1） － － ○ ○ ○ ○ 
1 0 1 ループバック（注 2） ○ ○ ○ ○ － － 
1 1 0 テスト LSI 内部のテスト 
1 1 1 パワーダウン（注 3） － － － － － － 

 
※「○」: 動作状態、「－」: パワーダウン 

 

（注 1） トーン 1、2、3 モード 
トーン 1、2、ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸとトーン 3 は DTMF 検出のタイミングが異なります。 
トーン 3 モードでは DTMF 受信器が高速検出モードになります。このモードでは音声や雑音で DTMF
受信器が誤検出し易い傾向が有りますので、タイミングに余裕のある場合は、トーン 3 モードは避け

て下さい。 
 
（注 2） ループバックモード 

モデムのループバックは SW5CONT = “H”、MOD-DT_ON = “H”で動作します。 
（XD に入力したデータが内部回路を介して RD に出力されます。） 
DTMF のループバックは SW5CONT = “L”、MOD-DT_ON = “H”で動作します。 
（MOD-DT_ON の立ち上がりで PBG3～PBG0 に設定したデータがラッチされ、内部回路を介して

PBR3～PBR0 に出力されます。） 
 
（注 3） パワーダウンモード 

パワーダウンモードに設定したときの各状態を以下に示します。 
各ブロック: 動作停止し内部回路はリセットされます 
アナログ出力端子: ハイインピーダンス 
DETB、RD、CLKO 端子: “H” 
SP、X2 端子: “L” 
プロセッサインタフェースレジスタ: “L”（ただし SW1 CONT、MODE2、1、0 を除く） 

 

 

● SW1 CONT 
DTMF 受信入力を選択するスイッチです。 
0: 入力アンプ 1 が DTMF 受信回路に接続されます。 
1: 入力アンプ 2 が DTMF 受信回路に接続されます。 
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● SW2 CONT 
モデム受信、CPT 検出入力を選択するスイッチです。 

 0: 入力アンプ 2 がモデム受信回路、CPT 検出回路に接続されます。 
 1: 入力アンプ 3 がモデム受信回路、CPT 検出回路に接続されます。 
 
● SW3 CONT 
 外部用スイッチです。終端接続などに使用できます。 
 0: オフ状態です。 
 1: オン状態です。（SWI 端子と SGO 端子が接続されます。） 
 
● SW4 CONT 

出力アンプ 1（TO）の信号を選択するスイッチです。 
 0: CPT 送信出力が出力アンプ 1 に接続されます。 
 1: SW2 の出力信号が出力アンプ 1 に接続されます。 
  
● SW5 CONT 
 出力アンプ 2（LO–、LO+）の信号を選択するスイッチです。 
 0: DTMF 送信出力が出力アンプ 2 に接続されます。 
 1: モデム送信出力が出力アンプ 2 に接続されます。 
 モデム送信モードでは“1”に設定し、DTMF 送信モードでは“0”に設定して下さい。 
 
● CPTG_ON  
 コールプログレストーン送信の ON/OFF 制御に用います。 
 0: CPT 送信が OFF となり信号は出力しません。 
 1: CPT 送信が ON となり信号が出力します。 
 
● CPT800 

コールプログレストーン送信の周波数を選択します。 
0: 400 Hz を出力します。 
1: 800 Hz を出力します。 

 
● MOD-DT_ON 

モデム送信または DTMF 送信の ON/OFF 制御に用います。 
選択されているモードに応じたブロックの送信機能が ON/OFF します。 
0: モデム送信または DTMF 送信が OFF となり信号は出力しません。 
1: モデム送信または DTMF 送信 が ON となり信号が出力します。 
DTMF 送信モード及び DTMF ループバックモードにおいては、MOD-DT_ON の立ち上がりで PBG3～

0 をラッチします。 
モデム受信モード、トーン 1 モードでは“0”に設定して下さい。 

 
● ATT  

DTMF 送信部のアッテネータを制御します。 
0: アッテネータなし。DTMF 送信信号はスルーで出力されます。 
1: DTMF 送信部に–6dB のアッテネータが挿入されます。  
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■ 応用回路例 

VDD

TIO 
TI– 
TI+ 
LI1O 
LI1– 
LI1+ 
SWI 
SGO 
LI2O 
LI2– 
TO 
LO+ 
LO– 
SGC 
GND 
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

32 
31 
30 
29 
28 
27 
26 
25 
24 
23 
22 
21 
20 
19 
18 
17 

SP
DETB

RD
XD
X1
X2

CLKO
D3
D2
D1
D0
A1
A0

WRB
RDB
CSB

MCU I/F 

3.579545 MHz

1 μF

30 kΩ

ML7020 

端末へ 

回線へ 

端末から 

回線から 
30 kΩ

30 kΩ 

500 pF 

500 pF 

30 kΩ 

10 μF 
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■ パッケージ寸法図 

（単位： mm）
SSOP32-P-430-1.00-K

Package material Epoxy resin 

Lead frame material 42 alloy 

Lead finish Sn/1 to 3Bi 

Pin treatment Solder plating ( 5µm)
Package weight (g) 0.60 TYP. 

5
Rev. No./Last Revised 2/Jul. 4, 2004 

 
表面実装型パッケージ実装上の注意 
 
表面実装型パッケージは､リフロー実装時の熱や保管時のパッケージの吸湿量等に大変影響を受けやすいパッケージです｡ 
したがって､リフロー実装の実施を検討される際には､その製品名､パッケージ名､ピン数､パッケージコード及び希望されてい

る実装条件（リフロー方法､温度､回数）､保管条件などを弊社担当営業まで必ずお問い合わせ下さい｡ 
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■ 改版履歴 
 

ページ 
ドキュメント No. 発行日 

改版前 改版後
変更内容 

FJDL7020-03 2000.11 – – 正式 3 版発行 

FJDL7020-04 2007.3.30 2 3 パッケージ寸法図を変更 
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ご注意 
 
1. 本書に記載された内容は、製品改善及び技術改良等により将来予告なしに変更することがあります。したが

って、ご使用の際には、その情報が最新のものであることをご確認ください。 
 
2. 本書に記載された動作概要及び応用回路例は、本製品の標準的な動作や使い方を説明するためのもの

です。したがって、実際に本製品を使用される場合には、外部諸条件を考慮のうえ回路・実装設計をしてく

ださい。 
 
3. 設計に際しましては、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性など保証範囲内でお使いください。保証値

を超えての使用など本製品の誤った使用または不適切な使用等に起因する本製品の具体的な運用結果

につきましては、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
4. 本製品及び本書に記載された情報や図面等の使用に関して、当社は、第三者の工業所有権・知的所有権

及びその他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。したがって、その使用に

起因する第三者の権利侵害に対し、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
5. 当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、部品の性格上、ある確率の欠陥、故障が不可避だと考え

られます。当社製品をお使いの場合には、この様な故障が生じましても直接人命を脅かしたり、身体または

財産に危害を生じさせないよう、装置やシステム上で十分な安全設計をお願いします。 
 
6. 本書記載の製品は、一般電子機器（事務機器、通信機器、計測機器、家電製品など）に使用されることを

意図しております。特別な品質・信頼性が要求され、その故障や誤動作が直接人命を脅かしたり、身体また

は財産に危害を及ぼす恐れのある装置やシステム（交通機器、安全装置、航空・宇宙機器、原子力制御、

生命維持装置を含む医療機器など）に使用をお考えのお客様は、必ず事前に当社販売窓口までご相談願

います。 
 
7. 本書に記載された製品には、「外国為替及び外国貿易管理法」に基づく戦略物資等に該当するものがあり

ます。したがって、該当製品またはその一部を輸出する場合には、同法に基づく日本国政府の輸出許可が

必要となりますので、その申請手続きをお取りください。 
 
8. 本書に記載された内容を、当社に無断で転載または複製することはご遠慮ください。 
 

Copyright 2007 Oki Electric Industry Co., Ltd. 
 

 
〒108-8551 東京都港区芝浦 4 丁目 10 番 16 号（5 号館） 
シリコンソリューションカンパニー  http://www.okisemi.com/jp/ 
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